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（2）AXIES2019での発表
　これまでのMOOC・SPOCでの取り組みについて、「MOOC・
SPOCを核とした持続的な教育改善・質的向上をどう実現す
るか」と題して、「AXIES2019（大学ICT推進協議会）」（2019年
12月12日）にて発表しました。この発表は制作チームと連名で
行われました。
　発表内容としては、MOOC・SPOCの特徴から、その展開、
MOOCが与える受講生へのインパクト（受講生情報や教員イ
ンタビュー）、持続的な教育改善・質的向上のための効果的な
取り組みについて扱われました。SPOCについては、要旨の紙
面、発表時間の短さで十分に取り上げられませんでしたが、フ
ロアからは、SPOCに対する期待が寄せられ、今後の活動を考
えて行く上で、重要な示唆が得られました。

（3）今後の発展に向けた活動
①“Hawk eye system”の試行とMOOCデータ取得の効率化
　先のAXIES2019での発表準備時に、MOOCデータを集計分析する過程で、そのデータ取得の複雑さが課題となりました（例え
ば、各種データのIDでの紐付け等）。今年度、これについて今後改善されていく動きが2つあります。その1つが、前年度から取り組んで
いる“Hawk eye system”が試行段階となったことです。これはMOOCについての情報を一望できるマネジメントシステムであり、視覚的
にMOOCの現状をリアルタイムで把握することができます。また、もう1つの取り組みは、MOOCデータ取得の効率化です。こちらも制
作チームとの議論を経て、今年度中に実現する予定です。

②SPOCアセスメントの類型化の試み
　先に述べた通り、SPOCは、MOOCのように世界中の大規模で多様な学習者を対象とするものだけでなく、さまざまな対象者を範
疇としており、またいずれも小規模を対象とするため、その教育効果が期待されています。そのため、それぞれのアセスメントを効率よ
く進めていくため、どのような集団を対象とするのか、短期or長期的に施行されるのか、正課連動型or生涯学習型かなどの指標をもと
に、類型化していく試みが進められています。

（勝間 理沙・山田 剛史）

Ⅴ. 国際連携

1. USRN

　University Social Responsibility Network（USRN: http://www.usrnetwork.org）は、様々な
課題に直面している今日の社会において、大学が教育・研究・社会貢献等の活動を通じた貢献により社
会的責任を積極的に果たす、という取組を推進することを目的に設立された国際的大学間連携ネット
ワークです。基幹校である香港理工大学を中心として現在世界各国から16の大学が加盟しており、京
都大学は日本で唯一の加盟校となっています。現在、本センターは、本学の国際戦略本部ならびにUSRNに加盟する香港理工大学、マン
チェスター大学（英国）、サイモンフレーザー大学（カナダ）、ニューサウスウェールズ大学（オーストラリア）、サンパウロ大学（ブラジル）、
プレトリア大学（南アフリカ）と協力し、主として大学の教職員やアドミニストレーター、学生、高等教育関係者等を対象受講者として、
USRの基本的な考え方や取組のプロセスや成果について各大学の模範的実践例から学び、自らの大学においてUSRをどのように企画・
推進していくかを支援するMOOC「Introduction to USR」の制作を主導しています。本MOOCは、2020年夏に開講を予定しており、本学の
加盟している国際的MOOC協議会edXを通じて配信される予定です。

（飯吉 透）
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　本センターでは、海外の大学教育の研究開発組織や研究者・実践者との交流・共同研究を進め、そのプロセスや成果をシンポジウム、
研究会、書籍などで公開しています。

2. 公開研究会：第95回「学生にとって有意義なコミュニティ・エンゲージメントとは何か」

　2019年4月18日、エルサレム・ヘブライ大学よりダフィナ・ゴラン教授をお招きし
て、第95回公開研究会「学生にとって有意義なコミュニティ・エンゲージメントとは
何か」を開催しました。ゴラン教授は、同大法科大学院で人権について教えるかたわ
ら、「社会変革のためのキャンパス・コミュニティ・パートナーシップ」のディレクター
も務めておられます。この組織は、イスラエルの大学で、コミュニティ・エンゲージメン
トの授業（コミュニティの抱える問題に学生が関与する授業）を推進するために、
2006年に創設された組織です。日本では、「サービス・ラーニング」という表現が使
われていますが、欧米では近年、高等教育機関とコミュニティ（地域、国、グローバル
などのさまざまなレベルでのコミュニティ）との協働を指すのに、「コミュニティ・エンゲージメント」や「キャンパス・コミュニティ・パート
ナーシップ」という表現が使われることが多くなっているそうです。セミナーではまず、コミュニティ・エンゲージメントが、学生の自信や
リーダーシップを高めることが示され、その後、以下の4つのベスト・プラクティスの紹介がありました。
①コミュニティで通訳する：学生による病院での通訳活動（ヘブライ語を母語としない学生が病院に行って、彼らと同じ母語の患者

さんのために通訳する）
②アートと住民運動：学生・教員・住民による鉄道公園の建設（地域を横断する高速道路の建設計画に反対し、鉄道公園に変更する）
③性暴力の予防教育：学生による高校でのワークショップ（イスラエルとパレスチナの生徒たちに性暴力の予防教育を行う）
④Liftaを守れ：緑豊かな村の保護（緑豊かな廃墟の村Liftaを再開発計画から守り、自然保護区にする）
　コミュニティ・エンゲージメントに関わる授業は、ほぼ全てのユダヤ人
とアラブ人の学生たちにとって、初めて「相手」と話すことができる「安心
して互いから学び合うための最適な場」として価値あるものと捉えられて
いるそうです。コミュニティ・エンゲージメントを通じて、学生は疎外感を
克服し、現実世界と他者と自分自身との繋がりを取り戻していくという言
葉が印象的でした。
　参加者は、22名（学内20名、学外2名）でした。　

（松下 佳代）

http://www.usrnetwork.org
http://www.usrnetwork.org/


Ⅵ. コミュニティ・ネットワーク形成支援

1. あさがおメーリングリスト

　あさがおメーリングリストは、本センターが、2003年より17年にわたって提供しているサービスです。以下の4つの機能からなります。

　　・メーリングリストアーカイブ
　　・メール投稿フォーム
　　・ユーザー登録・登録解除フォーム
　　・メールアドレス変更フォーム

　本センターや京都大学からの大学教育に関する案内が全国の関係者に配信されるとともに、登録ユーザーからも各種イベント等の案
内が配信されるので、今どのような施策や取り組みに全国の関心が向けられているかという動向を把握することができます。
　このサービスは長らく大学生協事業連合に委託してきましたが、生協が今年度いっぱいで本事業を終了することになり、それに伴っ
て、9月2日をもって旧システムを終了し、9月4日より新システムの運用を始めました。新システムとして採用したのは、メール配信サービス
blastmailです。投稿先等、多少の変化はありますが、基本的にはこれまで通りご利用いただけるようになっています。また、旧システムの
アーカイブは、センターのウェブサイト（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/asagao/）からダウンロードできるようにしました。
　2020年1月末現在で、ユーザー登録数は5,997名（2015年3,429名、2016年4,192名、2017年4,836名、2018年5,395名）、投
稿･配信数は1,243件（2015年621件、2016年944件、2017年975件、2018年1,270件）で、ともにほぼ年々増加傾向にあります。
全国の大学教育改革・改善に関わる多くの関係者は、あさがおメーリングリストに登録しています。

・あさがおメーリングリスト：http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/asagao/
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　大学教育に関する改革や改善を進めていく際には、国内外の新しい施策や学術的な動向、それに伴う他の大学や学部の実践的な取
り組みについて情報収集する必要があります。その上で、必要な事項を、京都大学全体や各部局の教育改革・改善の取り組みに反映させ
なければなりません。
　本センターでは、このような情報収集の機会を作り、そこからコミュニティ・ネットワーク形成を図るべく、「あさがおメーリングリスト」

「大学教育研究フォーラム」の2つの仕組みを作っています。

2. 大学教育研究フォーラム

　大学教育研究フォーラムは、本センターが1994年の設立以来開催してきた、大学教育改革・改善に関する施策や実践が報告される
国内最大級のフォーラムです。2019年度で第26回を迎えます。
　大学教育研究フォーラムは、①特別講演、②シンポジウム、③学術セミナー、④個人研究発表（口頭発表・ポスター発表）、⑤参加者企
画セッションを基本プログラムとしており、年によって小さな追加・変更を行っています。

(1)第25回大学教育研究フォーラムの概要
　2020年1月現在、2019年度のフォーラムはまだ開催されていませんので、ここでは2018年度の第25回大学教育研究フォーラムの
実績をご報告します。
　2018年度は、2019年3月23-24日に、以下のプログラムで開催しました（敬称略）。事情により、例年の第1日と第2日のプログラムを
入れ替え、第2日に全体会（特別講演、シンポジウム等）を行いました。また、例年行っていた学術セミナーに代えて、パネルディスカッショ
ンを持ちました。参加者は776名でした。
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会議名称 2019 Open edX Conference （https://open.edx.org/events/open-edx-2019-conference/）
期間・場所 2019年3月26日～29日、カリフォルニア大学サンディエゴ校（米国）
参 加 者 Isanka Wijerathne

　今回のOpen edXカンファレンスはカリフォルニア大学サンディエゴ校がホストとなって開催されました。大学教職員、教育研究者、技術
者、開発者などOpen edXプラットフォームに関心のある400名を超える人々が参加しました。私は2日間の会議の他に、ト
レーニングセッションや開発者サミットにも出席しました。本会議に加えデータ処理や開発などの技術セッションを中心に参
加し、さまざまな情報を得る機会となり、貴重な経験ができました。

（Isanka Wijerathne、訳: 安宅 純子）

会議名称 Open Education Global Conference 2019 （https://conference.oeconsortium.org/2019/）
期間・場所 11月26～28日、ミラノ工科大学（イタリア・ミラノ）
参 加 者 飯吉 透・酒井 博之・藤岡 千也

3. 訪問・参加報告

（1）2019 Open edX Conference

（2）Open Education Global Conference 2019

　11月26日から3日間にわたり、Open Education Consortium（OEC）*が主催するOpen Education Global Conferenceがミラノ
工科大学において開催されました。世界中からオープンエデュケーションの研究や実践に携わる研究者、教育関係者、技術開発者等、約270
名が参加し、140を超えるセッションを通じてMOOCやOCWをはじめとしたオープンエデュケーションに関する現状や課題が共有され、今
後の方向性等に関して活発に議論がなされました。本センターからは3名が参加し、京都大学のSPOCの実践に関して酒井准教授がポス
ター発表を行いました。
　今回のカンファレンスでは、直前の11月20日にユネスコの総会においてOER（Open educational resources）の開発利用を促す勧告
が満場一致で可決され、今後の本分野のより一層の展開の追い風となることが大きな話題となりました。
* 注：京都大学が加盟している日本オープンコースウェアコンソーシアム（JOCW）はOECの賛助会員（sustaining member）となっている。

（酒井 博之）

https://open.edx.org/events/open-edx-2019-conference/
https://conference.oeconsortium.org/2019/



